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１９８９ ２ 第二次ペレス政権がネオリベラル経済改革を実施。カラカソ大暴動。
１９９２ ２ チャベスがペレス政権打倒をめざしてクーデターを首謀，失敗に終わる。

同年１１月には別グループによる２つめのクーデター未遂事件が発生。
１９９３ ５ ペレス大統領が辞任に追い込まれる。
１９９４ ２ 暫定政権を経て，第二次カルデラ政権誕生。カルデラがチャベスに恩赦を

与える。ネオリベラル経済改革の後退。
１９９８ １２ 大統領選でチャベス勝利。翌１９９９年２月就任。
１９９９ １２ 国民投票で新憲法が承認。
２０００ ７ 新憲法下で大統領，国会議員，州知事選挙のやり直し。チャベス再選。
２００１ １１ 大統領授権法のもと４９の経済法が成立。
２００２ ４ チャベスが２日間政権を追われる４．１１政変。

１２ 反チャベス派による石油産業を中心としたゼネスト（～２００３年２月）。
２００４ ８ チャベス大統領に対する不信任投票，信任される。

１０ 州知事選でチャベス派が２２州中２０州を獲得する圧勝。
２００５ １２ 国会議員選挙を反チャベス派政党がボイコット，すべての議席をチャベス

派が獲得。
２００６ １２ 大統領選挙でチャベス再選。
２００７ １ 電力，通信，外資の石油事業の一部国有化。

５ 反チャベス派民放局 RCTV閉鎖，学生による反チャベス派運動が活発化。
１２ チャベス提出の憲法改正案が国民投票で否決。

２００８ ４ セメント産業，製鉄産業の（再）国有化。
２００９ ２ チャベスの憲法修正案（再選回数制限の撤廃）が国民投票で可決。
２０１０ ９ 国会議員選挙で反チャベス派が得票率では過半数をとりながら，議席数で

はチャベス派が過半数を確保。
２０１０ １２２００９年に国民投票で否決された憲法改正案の内容（大衆権力に関するもの）

を法律レベルで成立。
２０１１ ６ チャベスが癌を発表，キューバで手術・治療。
２０１２ ２ チャベスの癌が再発，キューバで手術・治療。

１０ 大統領選挙でチャベスが再選。
１２ チャベスの癌が再発，キューバで手術するも，術後の経過が悪くキューバ
で継続治療。

２０１３ １ 本人不在で新任期に就任できないままチャベスの大統領責務の継続。
３ チャベス死去。
４ 大統領選挙でチャベス後継のマドゥロが勝利。

資料１ チャベス政権関連クロノロジー

（出所） 坂口作成。
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チャベス・チャベス派 反チャベス派
棄権率

得票数 得票率 得票数 得票率

１９９８．１２ 大統領選挙 ３，６７３，６８５ ５６．２％ ２，６１３，１６１ ４０．０％ ３６．６％

１９９９．４ 制憲議会設立を問う国民投票a） ３，６３０，６６６ ８７．８％ ３００，２３３ ７．３％ ６２．４％

１９９９．７ 制憲議会議員選出選挙b） ３，１６３，７６８ ６２．１％ １，２３３，２９９ ２４．２％ ５３．７％

１９９９．１２ 新憲法承認の国民投票a） ３，３０１，４７５ ７１．８％ １，２９８，１０５ ２８．２％ ５５．６％

２０００．７ 大統領選挙 ３，７５７，７７３ ５９．８％ ２，３５９，４５９ ３７．５％ ４３．７％

２００４．８ 不信任投票a） ５，８００，６２９ ５９．１％ ３，９８９，００８ ４０．６％ ３０．１％

２００５．１２ 国会議員選挙c） ９６．０％ ３．０％ ７５．０％

２００６．１２ 大統領選挙 ７，３０９，０８０ ６２．８％ ４，２９２，４６６ ３６．９％ ２５．３％

２００７．１２ 憲法改正の国民投票 Aブロックa）d）４，３７９，３９２ ４９．３％ ４，５０４，３５４ ５０．７％ n.a.

憲法改正の国民投票 Bブロックa）d）４，３３５，１３６ ４８．９％ ４，５２２，３３２ ５１．１％ n.a.

２００９．２ 憲法修正の国民投票a） ６，３１０，４８２ ５４．９％ ５，１９３，８３９ ４５．１％ ２９．７％

２０１０．９ 国会議員選挙c） ５，６２０，１５９ ４９．７％ ５，６８８，９８６ ５０．３％ ３５．３％

２０１２．１０ 大統領選挙 ８，１９１，１３２ ５５．１％ ６，５９１，３０４ ４４．３％ １９．５％

２０１３．４ 大統領選挙 ７，５８７，５７９ ５０．６％ ７，３６３，９８０ ４９．１％ ２０．３％

獲得議席 議席占有率（％） 得票率（％）

チャベス派 ９８ ５９．４ ４９．７

反チャベス派 ６７ ４０．６ ５０．３

民主統一会議（MUD） ６５ ３９．４ ４７．２

皆の祖国党（PPT） ２ １．２ ３．１

合計 １６５ １００．０ １００．０

資料２ チャベス派，反チャベス派の各選挙での得票数（率）の推移

（出所） 国家選挙管理委員会（CNE）のウェブサイトより坂口・Briceño作成。
（注） a）国民投票や不信任投票では，チャベス政権または政権の提案を承認する方を「チャベ

ス・チャベス派」，拒否する方を「反チャベス派」と分類。b）複数記名式で実施され，有
権者は１票以上を投票した。選挙結果は得票率で示されており，得票数は得票率からBriceño
が計算したもの。c）国会議員選挙は州ごとの比例代表制と小中選挙区制の併用制で実施さ
れる。国家選挙管理委員会のウェブサイトでは，チャベス派，反チャベス派で国レベルで
集計されたもの，あるいはその分類で簡単に計算できるかたちで集計されたものがない。
そのため，２００５年の国会議員選挙については同時に実施されたラテンアメリカ議会選挙へ
の投票結果を推計値として記載している。２０１０年については，比例代表制部分のみの得票
数で計算している。d）６９条項の改正提案を２つのブロックに分けて国民投票が行われた。

資料３ ２０１０年国会議員選挙の結果

（出所） 国家選挙管理委員会（CNE）ウェブサイトより坂口作成。
（注） 民主統一会議は反チャベス派政党の統一戦線。皆の祖国党はチャベスから離反した政党

で，民主統一会議には合流していないが，独自に強い反チャベス派姿勢を示していた。
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年 選挙 投票
所数

議席
数

有権
者数

与 党
得票数 ％ 野 党

得票数 ％ その他
得票数 ％ 総投

票数

２００６ 大統領選挙 ２９ ５６ ２３，８３２ １２，２８７ ７０．１ ５，２０５２９．７ ４５０．３ １７，５３７
２００７ 国民投票 ３３ ６１ ２４，７８７ ７，９４１ ５１．２ ７，５５６４８．８ － ０．０ １５，４９７
２００９ 国民投票 ３７ ６４ ２５，８７７ １０，３５７ ５６．３ ８，０４３４３．７ － ０．０ １８，４００
２０１０ 国会議員選挙 ７２ １０３ ３８，３０５ １４，２０９ ５３．９ ９，５９３３６．４ ２，５４２９．６ ２６，３４４
２０１２ 大統領選挙 １１９ １５８ ５４，９８５ ３１，５０４ ６７．９ １４，５７１３１．４ ２９４０．６ ４６，３６９
２０１３ 大統領選挙 １１９ １５８ ５４，９８５ ２９，２２８ ６３．０ １６，９８０３６．６ １７５０．４ ４６，３８３

資料４ 大統領選挙における棄権率（１９５８～２０１３年）

（出所） 国家選挙管理委員会（CNE）ウェブサイトよりMaingon作成。

資料５ 地域住民委員会に設置された投票所数（２００６～２０１３年）

（出所） 国家選挙管理委員会（CNE）ウェブサイトより Briceño計算。
（注） 名前に“Comunal”という語が含まれる投票所に関して集計。

資料６ 軍人ごとの大臣ポストに就いた回数（１９９９～２０１３年）

（出所） Díaz Ramírez（２０１４）よりMaingon作成。
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氏名 歴任した公的ポスト 期間

Ramón Carrizales
陸軍大佐（退役）

副大統領
防衛大臣
アプレ州知事

２００８～２０１０
２００９．３～２０１０．１
２０１２～２０１６

Francisco Rangel
師団長（退役）

大統領府大臣
グアヤナ開発公社（CFG）社長
ボリバル州知事（再選）

１９９９
２００１～２００４
２００８～２０１２／２０１２～２０１６

Francisco Ameliach
陸軍司令官（退役）

制憲議会議員
国会議員
大統領府大臣
カラボボ州知事

１９９９
２００３～２００４
２０１０～２０１１
２０１２～２０１６

Ramón Rodríguez Chacín
海軍大佐（退役）

内務司法大臣（短期間に２回）
グアリコ州知事

２００２．１～５／２００８．１～９
２０１２～２０１６

Carlos Mata Figueroa
国軍最高司令官（退役）

防衛大臣
ヌエバ・エスパルタ州知事

２０１０／２０１２
２０１２～２０１６

Wilmar Castro Soteldo
陸軍中佐（退役）

生産商業大臣
観光大臣
ポルトゥゲサ州知事

２００３～２００４
２００５～２００７
２００８～２０１２／２０１２～２０１６

José Gregorio Vielma Mora
陸軍大将（退役）

制憲議会議員
国税局（SENIAT）局長
タチラ州知事

１９９９
２００３～２００８
２０１２～２０１６

Henry Rangel Silva
陸軍将軍（退役）

国家住宅評議会（Conavi）理事
情報秘密警察（DISIP）理事
国営電話通信社（Cantv）取締役
ボリバル国軍戦略オペレーション部隊長
防衛大臣．
トゥルヒージョ州知事

２００５
２００９
２０１０
２０１０
２０１２
２０１２～２０１６

Jorge Luis García Carneiro
陸軍将軍（退役）

Casa Militar 長
防衛大臣
陸軍大将
大衆参加社会開発大臣
バルガス州知事（再選）

２００１～２００２
２００４～２００５
２００６～２００７
２００５～２００７
２００８～２０１２／２０１２～２０１６

Julio César León
空軍学校卒業生

ヤラクイ州議会代理議員
ヤラクイ州知事

２００４
２００８～２０１２／２０１２～２０１６

Francisco Javier Arias Cárdenas
陸軍副中尉

スリア州知事
国連大使
ラテンアメリカ・カリブ担当外務副大臣
国会議員
スリア州知事

１９９５～２０００
２００６
２００８～２０１０
２０１０～２０１２
２０１２～２０１６

資料７ 軍人出身の現職州知事と過去の主要政治ポスト

（出所） 資料６と同じ。



巻末資料

223

軍人 歴任した公的政治行政ポスト

José David Cabello

マイケティア国際空港社長（２００４）
国営航空 CONVIASA 社長（２００６）
インフラ大臣（２００６）
住宅大臣（２００７～２００８）
国税局（SENIAT）局長（２００８～２０１４）
インフラ大臣（２０１４）
国家貿易局（CENCOEX）局長（２０１４）
工業大臣（２０１４）

Jessie Chacón

通信情報大臣（２００３～２００４，２００９）
内務司法平和大臣（２００６～２００７）
電話通信情報郵便大臣（２００７）
大統領府大臣（２００８）
科学技術革新大臣（２００９～２０１０）
電力エネルギー大臣（２０１３～）

Ramón Carrizales

国家都市運輸基金（FONTUR）理事長（２０００～２００４）
インフラ大臣（２００４～２００６）
住宅大臣（２００６～２００８）
副大統領（２００８～２０１０）
防衛大臣（２００９～２０１０）
アプレ州知事（２０１３～）

Francisco Rangel
大統領府大臣（１９９９～２０００）
グアヤナ開発公社（CVG）社長（２００１～２００４）
ボリバル州知事（２００４～）

Manuel Barroso

大統領府大臣（２００４）
国民主権銀行社長（２００４～２００６）
国富銀行取締役（２００５～２０１３）
外貨監督局（CADIVI）局長（２００６～２０１３）

Diosdado Cabello

国家通信局（CONATEL）局長（１９９９～２０００）
大統領府大臣（２０００～２００１）
副大統領（２００２）
内務司法大臣（２００２～２００３）
インフラ大臣（２００３～２００４）
ミランダ州知事（２００４～２００８）
インフラ大臣（２００８）
公共投資大臣（２００９～２０１０）
国家通信局（CONATEL）局長（２００９）
国会議員（２０１１～）
国会議長（２０１２～）

Luis Alfredo Torcat 大統領府大臣（２００５）

Luis Reyes Reyes
公共投資大臣（１９９９）
大統領府大臣（２００８～２０１０）
保健大臣（２０１０～２０１１）

Francisco Ameliach 大統領府大臣（２０１０～２０１１）

Carmen Meléndez 大統領府大臣（２０１２）

Wilmer Barrientos 大統領府大臣（２０１３～２０１４）
工業大臣（２０１４）

Rafael Oropeza 食料大臣（２００５～２００６，２００７．３～１２）

資料８ 公的政治行政ポストに就いた軍人（１９９９～２０１３年）
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軍人 歴任した公的政治行政ポスト

Félix Osorio Guzmán 食料大臣（２００８～２０１０，２０１３～２０１４．６）

Jorge Luis García Carneiro コミューン大臣（２００６～２００７）

Francisco Usón 経済財務大臣（２００１～２００３）

Ismael Hurtado 公共投資大臣（２００２～２００３）

Jorge Pérez Prado 公共投資大臣（２００８）

Rodolfo Marco Torres 経済財務公営銀行大臣（２０１４）

Luis Dávila 内務司法平和大臣（２０００～２００１）
外務大臣（２００１～２００２）

Ramón Rodríguez Chacín 内務司法平和大臣（２００２，２００８～２０１０）
グアリコ州知事（２０１２～）

Luis Rincón 内務司法平和大臣（２００３～２００６）

Pedro Carreño 内務司法平和大臣（２００７～２００８）

Néstor Luis Reverol 内務司法平和大臣（２０１２）

Miguel Rodríguez Torres 内務司法平和大臣（２０１３～）

Jesús Mantilla Oliveros 保健大臣（２００８～２００９）

Carlos Rotondaro 保健大臣（２００９～２０１０）

María Eugenia Sader 保健大臣（２０１２～２０１３）

Wilmar Castro Soteldo
生産商業大臣（２００３～２００４）
観光大臣（２００５～２００７）
ポルトゥゲサ州知事（２００８～）

Juan García Toussaint 海空運大臣（２０１２～２０１３）

Herbert García Plaza 海空運大臣（２０１３～）
経済大衆防衛最高機関長（２０１３～）

（出所） 資料６と同じ。

Elsa Gutiérrez Graffé 海空運大臣（２０１１～２０１３）
国営ボリバル港湾社長（２０１０～２０１３）



巻末資料

225

職責 親族関係

Adán Chávez
在キューバ大使
大統領府大臣（２００３～２００４）
教育大臣（２００７～２００９）

故チャベス大統領の兄

Adelis Chávez 国家青年ゲーム総裁
SOFITASA 銀行副社長 故チャベス大統領の弟

Ana Malpica 国会の出納局長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族

Argenis Chávez 官房長官
国営電力会社 CORPOELEC社長 故チャベス大統領の弟

Arturo N. Madera Flores 国会出納局アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Asdrúbal Chávez 国営ベネズエラ石油 PDVSA 副社長
エネルギー副大臣 故チャベス大統領のいとこ

Aury A. Hurtado Paredes 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族の名づけ子

Beatriz Rodríguez 国会付属保育園の副園長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの義理姉妹

Carlos Malpica Flores 国家財務経済大統領委員会委員
国庫財務官

マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの甥

Carmen Gaviria 国会の人事課アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族

Carmen Palencia Flores 国会付属保育園の園長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Christian Flores 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Clever Chávez バリナス州社会政策局長 故チャベス大統領の甥

Daisy Pérez 国会の人事アナリスト マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの義理姉妹

Demetrio Flores 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Delcy Rodríguez

大統領府大臣
ヨーロッパ担当外務副大臣
副大統領府調整官
通信情報大臣

カラカス市長，与党 PSUVリーダー Jorge
Rodríguezの姉妹

Emma Palencia Flores 国会外交委員会秘書 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Enzo Chávez PDVSAマネージャー 故チャベス大統領の甥

Erick Malpica Flores 国会の第４運営官 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの甥

Erika Albornoz Gaviria 国会の人事局長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの姪

Francisco Flores 国会アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Franquie Flores 国会付属幼稚園の運転手 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Gisela Rangel Flores 国会付属幼稚園アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの姪

Giusón Flores 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Gustavo Arreaza 国営テレビ放送局 VTV社長 副大統領かつ故チャベス大統領の娘婿で
ある Jorge Arreazaの兄弟

資料９ チャベス政権下での親族登用の実態（１９９９～２０１３年）



226

職責 親族関係

Héctor Rodríguez
スポーツ大臣
青年大臣
教育大臣

カラカス市長，与党 PSUVリーダー Jorge
Rodríguezの兄弟

Hernes Flores 国会の第三看護師（Enfermera III de
la Asamblea Nacional）

マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの姉妹

Irving Molina Flores 国会アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの甥

Jorge Arreaza 科学技術大臣
副大統領 故チャベス大統領の娘婿

José David Cabello

マイケティア国際空港社長
国営航空 CONVIASA 社長
インフラ大臣
住宅大臣
財務局 SENIAT 局長
インフラ大臣
国家貿易局（CENCOEX）局長
工業大臣

国会議長，PSUVリーダー，現役軍人であ
る Diosdado Cabelloの兄弟

Juan C. F. Flores Isturdes 国会付属保育園の監督官 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Juan Francisco Urbina 国会警備局アシスタント マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの義理兄弟

Magali Gutiérrez Viña 国会の大統領室長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族

Magally Viña Castro 国会書記長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族

Marbella Gavidia 国会予算アナリスト マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの親族

Mario Flores 国会議事録担当者 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Narciso Chávez キューバ・ベネズエラ保健協定の
コーディネーター 故チャベス大統領の兄弟

Nicolás E. Maduro Guerra 大統領府検査局長 マドゥロ大統領の息子

Numidia Flores 国会人事局長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresのいとこ

Pedro A. Varela Sayago 国家刑務所サービス理事 刑務所大臣 Iris Valeraの甥
Rosa Virginia Chávez ミラグロ基金総裁 故チャベス大統領の娘

Vladimir Flores 国会警備局長 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの兄弟

Walter Gavidia 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの元夫

Walter Gavidia Flores 司法権力の正裁判官 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの息子

Walter J. Gavidia Flores 国会職員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの息子

Yubirí Ortega de Carrizales 国家水道局（HIDROCENTRO）局長
環境自然資源大衆権力大臣

アプレ州知事で元副大統領 Ramón
Carrizalesの妻

Yurving Flores 国会付属保育園の補助員 マドゥロ大統領夫人で元国会議長などを
歴任した Cilia Floresの姪

（出所） 資料６と同じ。
（注） 家族・親族がもっとも多く公的ポストに就いているのは，マドゥロ大統領夫人で元国会

議長のシリア・フローレスで，兄弟，いとこ，甥・姪，元夫などを含め合計３１人に上る。
故チャベス大統領の家族・親族で高級行政ポストに就いているのは９人。そのほかに家族・
親族が行政ポストに複数就いているのは，Jorge Rodríguez，Diosdado Cabello，Ramón
Carrizales。
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年月 地域住民委員会（数）

２００２年～２００６年３月 １，００８
２００６年４月～２００９年１１月 ３０，５９３
２００９年１２月～２０１４年 １０，１０１

計 ４１，７０２
センサス ４０，０３５

国名
平均（％）

２００８ ２０１０ ２０１２

エルサルバドル ３．７９ ３．６２ ３．８９
ニカラグア ３．８７ ３．３７ ３．８０
エクアドル ３．８９ ３．２７ ３．５１
カナダ ２．５９ ３．３４ ３．５０
メキシコ ３．４９ ３．３５ ３．４９
ボリビア ３．６８ ３．２８ ３．４８
パラグアイ ３．４８ ２．９１ ３．４８
グアテマラ ３．７１ ３．３２ ３．４７
ペルー ３．４１ ３．２５ ３．４０
アメリカ合衆国 ３．３２ ３．３０ ３．３８
ホンジュラス ３．２６ ３．６２ ３．３８
チリ ３．５０ ２．６４ ３．２４
パナマ ３．６２ ３．０４ ３．１０
コスタリカ ３．２６ ２．８９ ３．０８
ブラジル ３．０４ ２．７８ ３．０３
ドミニカ共和国 ３．０５ ２．９３ ２．９８
ジャマイカ ２．８２ ２．５３ ２．９８
コロンビア ３．６６ ３．２０ ２．９７
ハイチ ３．６７ － ２．８９
ベネズエラ ２．９２ ２．８０ ２．７９
ベリーズ ３．６２ ２．７２ ２．６６
アルゼンチン ２．３９ ２．６０ ２．６２
ガイアナ ３．５７ ２．７３ ２．６２
ウルグアイ ２．７７ ２．３４ ２．５６

平均 ３．３５ ３．０５ ３．１８

資料１０ 登録時期別の地域住民委員会（２００２～２０１４年）

（出所） Ministerio del Poder Popular para las Comunasウェブサ
イトより Briceño計算。

資料１１ ラテンアメリカ各国の参加民主主義への支持

（出所） LAPOPウェブサイトより， 2008，2010，2012年の調査結果よりBriceño作成。
（注） LAPOP の調査での質問は次の通り。「国民は選出された代表を通してではなく，

直接政治に参加するべきである」という質問に対して，１（まったくそう思わな
い），７（とてもそう思う）の間の数値で回答した有効回答の平均。
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大統領が野党の声を
抑制すべきかどうか

参加民主主義

支持しない どちらでもない 支持する 計

反対 ７５．５ ５０．３ ３０．０ ６２．７

どちらでもない ８．８ １５．３ １４．０ １０．７

賛成 １５．７ ３４．５ ５６．０ ２６．５

計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

資料１２ 参加民主主義への支持と野党への対応に関しての世論（２０１２年）
（％）

（出所） 資料１１と同じ。
（注） LAPOPの調査での質問は次の通り。１．「国民は選出された代表を通し

てではなく直接政治するべきである」。２．「国の進歩のためには，大統領
が野党の声や投票を制限することが必要だと思いますか」。

資料１３ 抗議デモ件数の推移（１９９９～２０１３年）

（出所） Proveaウェブサイトより Briceño作成。
（注） 非暴力的デモ件数とトータルの件数は左軸。暴力的デモ件数は右軸。
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年 医療 教育 食料 住宅 軍人
専用

社会
保護 経済 先住民 その他＊ 年合計

２００３ １ ４ ０ ０ １ １ １ １ ０ ９
２００４ １ ０ １ １ ０ ０ １ １ ２ ７
２００５ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３
２００６ ２ １ ０ ０ ０ １ ２ ０ １ ７
２００７ １ ２ ０ １ ０ １ ０ ０ ２ ７
２００８ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ５
２００９ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２
２０１０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １
２０１１ ０ ０ ０ １ ０ ３ １ ０ ０ ５
２０１２ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ０ ３
２０１３ ０ ０ ０ １ ２ ０ ２ ０ ２ ７

合計 ９ ７ １ ４ ５ ７ ９ ２ １２ ５６

ミシオン 目的

ロビンソンⅠ（２００３） 識字教育
ロビンソンⅡ（２００３） 初等・中等教育
リバス（２００３） 中等教育・その他
ロビンソンⅢ（２００６） 読書啓蒙
倫理啓蒙（２００７） 全国民向け教育
アルマ・マテル（２００７） 高等教育
社会主義司法（２０１０） ボリバリアーナ大学出身の弁護士の雇用
バリオの若者（２０１３） 教育や雇用へのアクセス

資料１４ 社会開発ミシオンの設立時期（２００３～２０１３年）

（出所） Maingon作成。
（注） ＊政治・イデオロギー的ミシオン，科学技術文化ミシオンを含む。

資料１５ 教育ミシオン

（出所） Díaz Polanco作成。
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０～４歳
人口（人）

就学率
（％）

１０～１４歳
人口（人）

就学率
（％）

１５～１９歳
人口（人）

就学率
（％）

２０歳以上
人口（人）

就学率
（％）

１９９９～００ ２，７６５，５５７ ２８．９６ ２，７２２，２２２ ８１．８０ ２，７０８，６３０ ５６．９８ ８，５１４，４０２ １８．１３
２０００～０１ ２，７８１，２１８ ３０．０３ ２，７２６，６９７ ７９．６５ ２，７１０，５３０ ６１．９０ ８，６７３，１４４ １９．３４
２００１～０２ ２，７９６，８４０ ３０．８７ ２，７３１，１２８ ７７．８８ ２，７１２，３８６ ６６．７７ ８，８３１，７６３ ２０．５１
２００２～０３ ２，８１２，３８１ ３１．３６ ２，７３５，４８２ ７９．４３ ２，７１４，１６５ ６８．３４ ８，９９０，１３９ ２０．６３
２００３～０４ ２，８２７，９３６ ３２．３５ ２，７３９，８５２ ７９．４３ ２，７１５，９６１ ７１．９３ ９，１４８，５７２ ２１．３５
２００４～０５ ２，８４３，０９８ ３４．２９ ２，７４３，８３２ ７９．５５ ２，７１７，３５９ ７４．６４ ９，３０５，６５０ ２１．８０
２００５～０６ ２，８５６，７０７ ３５．３９ ２，７５９，８３５ ７９．９５ ２，７２１，９５３ ７７．３３ ９，４５０，７６６ ２２．２７
２００６～０７ ２，８７０，２４０ ３６．５１ ２，７７５，７６４ ７８．８３ ２，７２６，４７４ ７９．７６ ９，５９５，６４４ ２２．６６
２００７～０８ ２，８８３，６７２ ３７．２５ ２，７９１，５９４ ８１．１７ ２，７３０，８９５ ８１．４５ ９，７４０，１７８ ２２．８４
２００８～０９ ２，８９６，８７３ ３９．３２ ２，８０７，２０２ ８１．７８ ２，７３５，１０１ ８２．３５ ９，８８３，９３８ ２２．７９
２００９～１０ ２，９１０，１３１ ３９．２４ ２，８２２，８５５ ８２．３４ ２，７３９，３４６ ８２．３２ １０，０２７，８０２ ２２．４９
２０１０～１１ ２，９１２，６４７ ４０．１６ ２，８３７，２６１ ８２．５９ ２，７５５，８８８ ８３．００ １０，１２１，６４９ ２２．６０
２０１１～１２ ２，９１４，８２５ ４０．９４ ２，８５１，３３９ ８２．６０ ２，７７２，１１２ ８４．９３ １０，２１４，３４２ ２３．０５
２０１２～１３ ２，９１６，６４１ ４２．８８ ２，８６５，０６５ ８２．４７ ２，７８７，９９５ ８５．０８ １０，３０５，７８１ ２３．０２

資料１６ 年齢別就学率（１９９９～２０１３年）

（出所） MPPS（２０１４），Venescopioウェブサイトより Díaz Polanco作成。

資料１７ 非識字率の推移（１９５０～２０１１年）

（出所） Mundó（２００９），INEウェブサイトより Díaz Polanco計算。
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分類 生産量
（トン）

輸入量
（トン）

合計
（トン）

輸入比率
（％）

国民１人当たり
供給量（kg）

穀物 ３，１７９，０１６ ３，３３４，４５７ ６，５１３，４７３ ５１．２ ２２９．８
とうもろこし ２，２７１，５４８ １，５２０，４３６ ３，７９１，９８４ ４０．１ １３３．８

米 ９０７，４６８ ３１７，５５４ １，２２５，０２２ ２５．９ ４３．２
小麦 ０ １，４９５，３３２ １，４９５，３３２ １００．０ ５２．７
大麦 ０ １，１３５ １，１３５ １００．０ ０．０

砂糖 ４２８，８１５ ６３０，４４８ １，０５９，２６３ ５９．５ ３７．４

インゲンマメ ３４，４７５ ９０，６５４ １２５，１２９ ７２．４ ４．４

肉類 ６，９３０，１５５ ８１６，１１４ ７，７４６，２６９ １０．５ ２７３．３
牛肉 ２，５３５，９２２ ７２５，４９７ ３，２６１，４１９ ２２．２ １１５．０
豚肉 ３，３４８，０５５ ０ ３，３４８，０５５ ０．０ １１８．１
鶏肉 １，０４６，１７８ ９０，６１７ １，１３６，７９５ ８．０ ４０．１

資料１８ 主要食料の供給量（２０１０年）

（出所） INN（２０１０）より Díaz Polanco作成。
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貧困人口
比率（％）

ジニ
係数

ラテンアメリカ １９９０ ４８．４

１９９９ ４３．８

２００２ ４３．９

２０１２ ２８．１

２０１３ ２８．１

ベネズエラ １９９０ ３９．８ ０．４７１

１９９９ ４９．４ ０．４９８

２００２ ４８．６ ０．５００

２０１２ ２５．４ ０．４０５

２０１３ ３２．１ ０．４０７

ブラジル １９９０ ４８．０ ０．６２７

１９９９ ３７．５ ０．６４０

２００１ ３７．５ ０．６３９

２０１２ １８．６ ０．５６７

２０１３ １８．０ ０．５５３

メキシコ １９８９ ４７．７ ０．５３６

１９９８ ４６．９ ０．５３９

２００２ ３９．４ ０．５１４

２０１０ ３６．３ ０．４８１

２０１２ ３７．１ ０．４９２

アルゼンチン １９９０ ２１．２ ０．５０１

１９９９ ２３．７ ０．５３９

２００４ ３４．９ ０．５７８

２０１１ ５．７ ０．４９２

２０１２ ４．３ ０．４７５

貧困人口
比率（％）

ジニ
係数

コロンビア １９９４ ５２．５ ０．６０１

１９９９ ５４．９ ０．５７２

２００２ ４９．７ ０．５６７

２０１２ ３２．９ ０．５３６

２０１３ ３０．７ ０．５３６

ペルー １９９７ ４７．５ ０．５３２

１９９９ ４８．６ ０．５４５

２００１ ５４．７ ０．５２５

２０１２ ２５．８ ０．４４９

２０１３ ２３．９ ０．４４４

チリ １９９０ ３８．６ ０．５５４

１９９８ ２１．７ ０．５６０

２００３ １８．７ ０．５５２

２０１１ １０．９ ０．５１６

２０１３ ７．８ ０．５０９

ボリビア １９８９ ５２．６ ０．５３７

１９９９ ６０．６ ０．５８６

２００２ ６２．４ ０．６１４

２００９ ４２．４ ０．５０８

２０１１ ３６．３ ０．４７２

エクアドル １９９０ ６２．１ ０．４６１

１９９９ ６３．５ ０．５２６

２００２ ４９．０ ０．５１３

２０１１ ３２．４ ０．４３４

２０１３ ３３．５ ０．４６８

資料１９ ラテンアメリカ主要国の貧困と所得格差の推移

（出所） CEPAL（２０１４，９５―９６，１２４―１２５）より抜粋。
（注） ジニ係数は所得格差を表す０から１の間の指標で，小さいほど格差が少ない。
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（％）

１９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３２０１４＊

GDP成長率 ―６．０ ３．７ ３．４ ―８．９ ―７．８ １８．３ １０．３ ９．９ ８．８ ５．３ ―３．２ ―１．５ ４．２ ５．２ １．３ ―２．３

石油 ―３．８ ２．３ ―０．９ ―１４．２ ―１．９ １３．７ ―１．５ ―２．０ ―３．３ ２．９ ―７．４ ０．１ ０．６ １．４ ０．９ ０．３

非石油 ―６．９ ４．２ ４．０ ―６．０ ―７．４ １６．１ １２．２ １０．９ ９．７ ５．７ ―１．７ ―１．６ ４．５ ５．８ １．８ ―２．５

製造業 ―１０．１ ５．１ ３．７ ―１３．１ ―６．８ ２１．４ １１．１ ８．３ ４．４ １．４ ―６．４ ―３．４ ３．８ １．８ ―０．３ ―４．４

電力・水 ―２．２ ４．７ ４．８ ２．１ ―０．５ ８．５ １１．２ ４．９ ２．６ ５．０ ４．１ ―５．８ ５．０ ３．８ ３．３ ―１．７

建設 ―１７．４ ４．０ １３．５ ―８．４ ―３９．５ ２５．１ ２０．０ ３０．６ ２０．８ １０．５ ―０．２ ―７．０ ４．８ １６．６ ―２．３ ―１０．１

商業 ―５．４ ５．７ ４．６ ―１３．６ ―９．６ ２８．６ ２１．０ １５．７ １５．６ ３．５ ―８．２ ―６．１ ６．５ ９．１ ３．４ ―９．５

通信 ３．６ ２．１ ８．１ ２．５ ―５．０ １２．９ ２２．４ ２３．５ ２２．０ ２１．７ １２．１ ７．９ ７．３ ７．０ ６．５ ４．１

金融 ―１５．２ ―０．７ ２．８ ―１４．５ １１．９ ３７．９ ３６．４ ４７．２ １６．７ ―７．４ ―１．５ ―７．６ １２．０ ３３．５ ２１．６ １３．２

資料２０ 中央政府債務の償還年別の残高

（出所） Ministerio de Economía, Finanzas y Banca Públicaのウェブサイトより坂口作成。

資料２１ セクター別 GDP成長率の推移

（出所） BCV ウェブサイトより抜粋。
（注）２０１４年は第３四半期の前年同期比。
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順位 国名 １９９３年 ２０１３年 ２０１３年シェア

世界合計 １０４１．４ １６８７．９ １００．０％

１ ベネズエラ ６４．４ ２９８．３ １７．７％

２ サウジアラビア ２６１．４ ２６５．９ １５．８％

３ カナダ ３９．５ １７４．３ １０．３％

４ イラン ９２．９ １５７．０ ９．３％

５ イラク １００．０ １５０．０ ８．９％

６ クエート ９６．５ １０１．５ ６．０％

７ UAE ９８．１ ９７．８ ５．８％

８ ロシア n/a ９３．０ ５．５％

９ リビア ２２．８ ４８．５ ２．９％

１０ 米国 ３０．２ ４４．２ ２．６％

OPEC諸国 ７７４．９ １２１４．２ ７１．９％

非 OPEC諸国 ２０６．３ ３４１．９ ２０．３％

カナダ・オイルサンド ３２．３ １６７．８

ベネズエラ・オリノコ超重質油 － ２２０．５

順位 国名 万バレル／日 前年比 内訳

世界合計 ８６，７５４ ０．６％ １００．０％

１ サウジアラビア １，１５３ －１．１％ １３．１％

２ ロシア １，０７９ １．３％ １２．９％

３ 米国 １，０００ １３．５％ １０．８％

４ 中国 ４１８ ０．６％ ５．０％

５ カナダ ３９５ ６．０％ ４．７％

６ UAE ３６５ ７．４％ ４．０％

７ イラン ３５６ －６．０％ ４．０％

８ イラク ３１４ ０．８％ ３．７％

９ クエート ３１３ －１．３％ ３．７％

１０ メキシコ ２８７ －１．１％ ３．４％

１１ ベネズエラ ２６２ －０．８％ ３．３％

OPEC諸国 ３，６８３ －１．８％ ４２．１％

資料２２ 世界の石油確認埋蔵量 （１０億バレル）

（出所） BP（２０１４）より坂口作成。

資料２３ 世界の原油産出量（２０１３年）

（出所） BP（２０１４）より坂口作成。
（注） 石油の定義の違いから，産油量はデータソースによっ

て若干差がある。
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日産量 （万バレル／日）

コンデンサード １１．６ ４％

軽質原油 ４６．９ １６％

中質原油 ６３．７ ２２％

重質および超重質原油 １６７．７ ５８％

合計 ２８９．９ １００％

確認埋蔵量 （１００万バレル）

コンデンサード ２，３８４ １％

軽質原油 １０，３３１ ３％

中質原油 ９，７４２ ３％

重質原油 １７，５９７ ６％

超重質原油 ２５８，２９９ ８７％

合計 ２９８，３５３ １００％

資料２４ ベネズエラの比重別原油日産量と確認埋蔵量（２０１３年）

（出所） PDVSA（２０１３，４８，５３）より坂口作成。
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年 月
ALBA PETROCARIBE

ベネズエラの国内情勢 ラテンアメリカ地域統合の流れ
サミット 開催場所 サミット 開催場所

２００１１２ ALBAを提唱

２００２１
２
３
４ クーデター未遂事件

５
６
７ 第２回 南米首脳会議

８
９
１０
１１

１２ ゼネスト
２００３１

２
３

４
５
６
７

８
９
１０
１１

１２
２００４１

２

３
４
５
６

７
８ 大統領不信任国民投票
９
１０ 地方選挙

１１
１２第１回 ハバナ 第３回 南米首脳会議

２００５１
２

３
４ 第２回 ハバナ
５

６ 第１回 プエルトラクルス
７
８
９ 第２回 モンテゴベイ 第１回 南米共同体首脳会議

１０
１１ 第４回 米州サミット
１２ 国会議員選挙

資料２５ ALBA/PETROCARIBE首脳会議とラテンアメリカ地域統合の流れ
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年 月
ALBA PETROCARIBE

ベネズエラの国内情勢 ラテンアメリカ地域統合の流れ
サミット 開催場所 サミット 開催場所

２００６１

２

３

４ 第３回 ハバナ

５

６

７

８

９

１０

１１

１２ 大統領選挙 第２回 南米共同体首脳会議

２００７１ 第４回 マナグア

２

３

４ 第５回 バルキシメト 南米エネルギー首脳会議

５

６

７

８ 第３回 カラカス

９

１０

１１

１２ 第４回 シエンフエゴス

２００８１ 第６回 カラカス

２

３

４ 第１回臨時 カラカス

５ UNASUR設立臨時首脳会議

６

７ 第５回 マラカイボ

８ 第２回臨時 テグシガルパ

９ 第１回 UNASUR首脳会議（緊急）

１０

１１第３回臨時 カラカス 地方選挙

１２ 第１回 ラテンアメリカ・カリブ首脳会議

２００９１

２ 第４回臨時 カラカス

３ UNASUR国防相会議

４ 第５回臨時 クマナ 第５回 米州サミット

５

６ 第６回臨時 マラカイ 第６回 バセテール

第７回臨時 マナグア

７

８ 第２回 UNASUR首脳会議

第３回 UNASUR首脳会議

９

１０第７回 コチャバンバ

１１

１２第８回 ハバナ
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年 月
ALBA PETROCARIBE

ベネズエラの国内情勢 ラテンアメリカ地域統合の流れ
サミット 開催場所 サミット 開催場所

２０１０１
２ 第２回 ラテンアメリカ・カリブ首脳会議
３
４ 第９回 カラカス
５ UNASUR特別会議（事務総長選）
６ 第１０回 オタバロ
７
８
９ 国会議員選挙
１０ UNASUR緊急首脳会議
１１ 第４回 UNASUR首脳会議
１２ 地方選挙（補選）

２０１１１
２
３ UNASUR特別会議（事務総長選出）
４
５
６ チャベス腫瘍罹患公表
７
８
９
１０ 第５回 UNASUR首脳会議
１１
１２ 第３回 ラテンアメリカ・カリブ首脳会議

２０１２１
２ 第１１回 カラカス
３
４ 第６回 米州サミット
５
６ UNASUR緊急首脳会議
７
８
９
１０ 大統領選挙
１１ 第６回 UNASUR首脳会議
１２ 州知事選挙

２０１３１ 第１回 CELAC首脳会議
２
３ チャベス死去
４ 大統領選挙 UNASUR緊急首脳会議
５ 第７回 カラカス
６
７ 第１２回 グアヤキル
８ 第８回 マナグア 第７回 UNASUR首脳会議
９
１０
１１

（出所） Alonso（２０１４）をもとに浦部作成。

１２ 市長選挙
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